
2023年度第２回 東京都言語聴覚士会・埼玉県言語聴覚士会共催

聴覚領域研修会

日時

方法

2月 4日（日） 14：00～16：00
※13：45よりアクセス可

Zoomミーティング

2024年

一般社団法人東京都言語聴覚士会 ・ 一般社団法人埼玉県言語聴覚士会

※参加申し込みをされた方へ、個別にURLをお送りします
※後日オンデマンド配信（見逃し配信）の予定はありません

担当：野原（東京都言語聴覚士会）・岡田（埼玉県言語聴覚士会） お問い合わせ先：a.nohara@thu.ac.jp（野原）

講 演 内 容

『人工内耳装用児における医療と療育の連携』

参加費

申込方法 右のQRコード、もしくは下記お問い合わせ先まで、①お名前、
②所属（職種）、③連絡先（mail）、④都県士会員の有無をお知らせく
ださい。
※連絡先は、講義資料（PDF）が添付できるアドレスを記載してください。

（携帯電話のキャリアメール以外の登録をお願いします。）
申込締切：2024年1月28日（日）

お申込みフォーム

関東圏都県言語聴覚士会
（茨城・栃木・群馬・千葉・埼玉・東京・神奈川・山梨）

関東圏以外の会員及び非会員 2000円
（入金先については、申し込みの際にご記入頂くメールアドレスに

お知らせ致します。）

無料

人工内耳装用児の支援においては、医療と療育／教育の連携が欠かせません。しかし、療育／教育
施設では、医療施設でどのように人工内耳マッピングが行われているのか、医療施設から提供される
マッピング情報の何をどのように見たら良いのか、普段の聴覚活用の様子を良く知る療育／教育施設
としてどのような情報を医療施設に提供したら良いのか、なかなか知る機会はありません。一方で、
小児の人工内耳マッピングに関わる医療施設の言語聴覚士においても、医療の現場で出来ることは限
られており、療育／教育機関とどのように連携を取ったら良いのか、悩んでいる事例も少なくないの
ではないかと思います。
そこで今回は、人工内耳臨床に長く携わっており、医療と療育の両方の現場で豊富なご経験を持つ

氏田直子先生を講師としてお招きしました。聴覚障害児支援に関わる全ての人が知っておくべき人工
内耳の基本的なお話から、今後どのように医療と療育／教育機関が連携体制を構築していくべきか、
先生の豊富なご経験を踏まえたお話やお考えをお話いただきたいと考えています。

講師 ： 氏田 直子 先生
きこえとことばのオンライン相談室
こもれび 代表
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